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市
政
の
動
き
5
月
市
議
会
臨
時
会

副
議
長
を
選
出

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
間
日
に
聞
か
れ
、
次
の
議
案

が
議
決
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
正
・
副
議
長
と
常
任
委
員
会
委
員
、

特
別
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
な
ど
が
き
ま
り
ま
し
た
。

マ
議

後

藤

吉

松

(
臼
歳
)
魚
津
市
平
伝
寺
三
二
九
番
地

長

佐

久

三

日
歳
)
魚
津
市
大
光
寺
一七
八
二
番
地
の

マ
副
議
長

浜
谷

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議

長

去
る
五
月
十
八
日
に
開
会
の
市
議
会
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
議
長

後

藤

松

士ロ

の
要
職
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
一

責
の
重
大
さ
に
身
の
引
締
る
思
一

い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
中

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
一

あ
り
ま
す
が
誠
意
と
新
た
な
意
一

欲
を
も
っ
て
、
市
勢
の
発
展
に
一

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
一

さ
ら
に
五
万
市
民
の
総
意
を
尊
市

重
し
た
誠
実
な
議
会
運
営
を
は

か
り
、
市
民
の
福
祉
増
進
に
つ

と
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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マ
各
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会

委
員

(O
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

〈
敬
称
略
〉

総
務
委
員
会

。
七
沢
秋
政

O
長
勢
甚
正

浜
谷
佐
久
三
後
藤
吉
松

郎
伊
藤
甚
一

建
設
委
員
会

。
沢
崎
尚
武

O
河
崎
浩
高
島
義
信

浜
多
弘
之
森
内
俊
雄
加
藤
成
司

石
川
庄
之
助

産
業
経
済
委
員
会

。
関
口
衛

O
松
野
宗
一
田
中
先
幸

宮
田
只
夫
本
田
正
一
宮
島
竹
二

高
慶
平
之
誠
一
野
崎
栄
吉

文
教
厚
生
委
員
会

。
稗
苗
清
吉

O
林

満

朝

野

幹

子

経

沢

稔

竹

内

進

大

久

保

松

治

若
島
正
敬

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
森
内
俊
雄

O
野
崎
栄
吉
沢
崎
向

武

中

田

尚

浜

谷

佐

久

三

長

勢

甚
正
石
崎
七
郎

交
通
問
題
特
別
委
員
会

。
林

満

O
経
沢
稔
浜
多
弘
之

田
中
光
幸
本
田
正
一
宮
島
竹
二

若
島
正
敬

石中
崎田
七尚 浜谷佐久三氏

下
水
道
特
別
委
員
会

。
石
川
庄
之
助

O
野
崎
栄
吉
朝
野

幹

子

関

口

衛

竹

内

進

七

沢

秋

政
高
慶
平
之
丞

新
幹
線
特
別
委
員
会

。
伊
藤
甚
一

O
高
島
義
信
稗
苗
清

吉

田

中

光

幸

宮

田

只

夫

大

久

保
松
治
若
島
正
敬

副議長

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
回
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
吉
田
記
念
社
会
教
育
施
設
建

設
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
立
松
倉
小
学
校
体
育
館
増
改

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

マ
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
(
魚
津
桃
山

運
動
公
園
用
地
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
日
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
計
年
度
魚
津
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改

改
正
す
る
条
例
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
)

同

意

案

イ牛

マ
魚
津
市
本
町
二
丁
目
一
番
二
号

石
崎
七
郎
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員
に

選
任
。

マ
魚
津
市
大
光
寺
五

O
七
番
地

大
村
悦
雄
氏
を
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
運
営
協
議
会
の
委
員
に
選
任
。

マ
魚
津
市
長
引
野
一

O
一
九
番
地

谷
崎
久
男
氏

魚
津
市
吉
島
二
四

O
八
番
地

森
健
二
氏
を
魚
津
市
農
業
共
済
事
業

損
害
評
価
会
の
委
員
に
選
任
。

(2) 

5
月
四
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
市

一

議
会
開
会
に
先
だ
ち
、
本
田
議
長
か
一

ら
北
信
越
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
程
一

に
よ
る
、
永
年
勤
続
議
員
三
氏
の
表
一

一
彰
状
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
一

一
お
り
で
す
。

一

一
マ
日
年
勤
続
表
彰

加
藤
成
司
議
員

伊
藤
甚
一
議
員

高
慶
平
之
丞
議
員

表
彰
状
伝
達
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投票は

選
挙
区
(
旧
地
方
区
)
選
挙

に
候
補
者
名
を
、

比
例
代
表
制
(
旧
全
国
区
)

選
挙
に
は
政
党
の
名
称
文

は
略
称
を
。

投
票
の
方
法
で
最
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、

全
国
選
出
議
員
の
選
挙
(
旧
全
国
区
)
に
つ
い
て
は

比
例
代
表
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
候
補
者

個
人
へ
投
票
す
る
の
で
な
く
、
政
党
へ
投
票
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

地
方
選
出
議
員
の
選
挙
(
旧
地
方
区
)
に
つ
い
て

は
、
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
と
呼
び
方
が
変
わ

っ
た
だ
け
で
、
個
人
へ
投
票
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
と
変
り
ま
せ
ん
。

。
投
票
用
紙

比
例
代
表
制
(
旧
全
国
区
)
の
選
挙
と
選
挙
区
選

出
(
旧
地
方
区
)
の
選
挙
は
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
が

投
票
用
紙
の
色
は
比
例
代
表
制
の
選
挙
に
つ
い
て

は
白
地
の
紙
に
赤
色
で
印
刷
さ
れ
、
選
挙
区
選
挙

に
つ
い
て
は
薄
い
黄
紙
の
紙
に
黒
色
で
印
刷
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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…………………
さ
坊
主
納
税
涼
一
歩
主
務
完
成
鶴
港
………………………………………………………
一

………………………………………………………………
禁
踏
襲
野
家
主
務
……シ
………………………
一

魚
津
総
合
公
園
に
、
昨
年
日
月
か
ら

工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

プ
i
ル
が
近
く
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ

l
ル

の
特
徴
は
海
水
が
使
用
さ
れ
、
流
水
装

置
に
よ
り
一
周

m
mの
プ

l
ル
を
流
れ

る
よ
う
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
さ
川
m
、
延

長
お

m
の
三
連
式
大
型
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

ー
ル
が
あ
り
、
中
央
部
に
は
チ
ビ
ッ
コ

プ
l
ル
や
チ
ビ
ッ
コ
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー

ル
が
あ
っ
て
、
家
族
連
れ
で
一
日
楽
し

く
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
ロ
ッ
カ
ー
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
事
務
室
、
便
所
な
ど
を

配
し
た
管
理
棟
が
設
け
ら
れ
7
月
2
日

(
午
後
1
時
初
分
)
か
ら
プ
l
ル
聞
き
を

行
な
い
、
当
日
は
一
般
に
無
料
開
放
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
こ

の
プ

l
ル
の
利
用
期
間
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1
期

間

2 
時

3
使
用
料 間

7
月
2
日
か
ら

8
月
白
日
ま
で
(
無
休
)

毎

日

午

前

9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

団幼 一
骨支

体 児

高校生上以

区

主主
( 枕学)前でま歳以上三

中

A寸主ゐ4 分

生

一一 九 f吏
事j
。。。

用。。。
号| 円 円 円 料
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谷
や
、
山
あ
い
や
海
岸
な
ど
に

ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
し
な
い
よ
う
に

美
し
い
自
然
は
私
達
の
心
掛
け
次
第
で
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
度

谷
や
、
山
あ
い
な
ど
に
ゴ
ミ
や
組
大
ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
す
る
と
、
な
か
な

か
美
し
い
自
然
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
達
の
自
然
環
境
は
、
私
達
自
身
の
心
掛
け
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

不
燃
物
埋
立
地
へ
は

可
燃
物
を
持
ち
込
ま
ぬ
よ
う

私
た
ち
は
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
た
め
に
毎
日
た
く
さ
ん
の
品
物

を
消
費
し
、
ゴ
ミ
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ゴ
ミ
の
う
ち

一般
廃
棄
物
は
、

市
が
収
集
処
理
し
て
お
り
ま
す
が
、
組

大
ゴ
ミ
(家
庭
製
品
な
ど
の
大
型
ゴ
ミ
)

は
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
(区
分
)

に
よ
り
ゴ
ミ
焼
却
場
、
あ
る
い
は
不
燃

物
埋
立
地
へ
と
運
搬
し
処
理
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
に
お
け
る
不
燃
物
埋

立
地
へ
持
ち
込
ま
れ
る
廃
棄
物
の
中
に
、

袖
口

』

V

青
島
二
本
松
付
近
の
清
掃
活
動

木
く
ず
等
の
可
燃
物
が
多
分
に
混
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
可
燃
物
は
き
ち
ん

と
取
り
除
い
て
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

可
燃
物
が
多
く
混
入
し
て
い
る
と
、

そ
の
ゴ
ミ
を
お
持
ち
帰
り
願
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
厳
守
く

だ
さ
い
。

な
お
、
不
燃
物
埋
立
地
へ
廃
棄
物
を

持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
生
活
環
境
課
清
掃
係
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

経
由
漁
港
へ
の

ゴ
ミ
持
ち
込
み
禁
止

そ
の
量
も
増
え
、
種
類
も
多
様
化
し

て
い
る
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
市

も
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
特
に
経
団
漁
港

北
側
岸
壁
附
近
へ
多
量
の
ゴ
ミ
が
持
ち

込
ま
れ
、
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
ゴ
ミ
焼
却
場
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、
持
ち
込
み
を
通
報
さ
れ
る
と
今
後
、

処
罰
さ
れ
ま
す
か
ら
充
分
ご
注
・
意
く
だ

さ
い
。

漁
港
や
、
海
岸

・
松
林
な
ど
の
ゴ
ミ

や
不
燃
物
は
地
区
民
総
参
加
に
よ
っ

て

一
掃
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

せ
い
ぜ
い
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

‘F経
団
漁
港
の
現
状

今
ま
で
漁
港
へ
持
ち
込
ま
れ
て
い
た

可
燃
物
は
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
持

ち
込
み
く
だ
さ
い
。
不
燃
物
や
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
、
市
の
許
可
を
得
て
、

下
椿
地
内
の
不
燃
物
埋
立
地
ま
で
お
持

ち
込
み
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
処
理
の
相
談

は
、
市
生
活
環
境
課
清
掃
係

(宮
市
役

所
内
線
2
3
3
番
)
へ
ど
う
ぞ
。

日
年
度
し
尿
く
み
取
り
手
数
料

収
納
(
集
金
)
委
託
者
の
ご
案
内

日
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の

収
納
(集
金
)委
託
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
集
金
に
伺
い
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

。
浜
住
洋
子

。
高
橋
美
恵
子

。
油

本
ふ
み

O
朝
野
松
枝

O
法
原
ち
え

子

O
沼
田
藤
代

@
石
川
利
子

。

矢
野
久
美
子

O
寺
田
せ
つ

@
村
上

清
作

O
中
島
尚
子

@
中
島
千
恵
子

。
小
林
晴
美

@
貰
和
ヤ
イ
コ

O
沢

泉
キ
ク
ヱ

@
中
田
信
子

。
向

月

子

。
吉
岡
喜
美
子

(4) 

池
田
弥
三
郎
先
生
一
年
祭

に
当
た
る
7
月

5
日
、
洗

E

足
学
園
魚
津
短
期
大
学
に

E

お
い
て
、
池
田
弥
三
郎
記

念
公
開
講
演
会
が
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

第

1
回

池
田
弥
三
郎
記
念

公
開
講
演
会

洗
足
学
園
/、¥
品込

聞
大
学
講
座

日
時

7
月
5
日

ω

午
後
l
時
却
分
1

3
時
加
分

会
場
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

「
童
唄
の
伝
承
」

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
教
授

仲
井
幸
二
郎
E

「
近
世
笑
話
の
系
譜
」

百

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
教
授
=

森

武

之

助

な
お
、
当
日
「直
会
」
を
左
記
要
領

で
行
な
い
ま
す
。
ご
参
会
下
さ
い
。

7
月
5
日

午

後

5
時
1

7
時

会
場
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

l
卜
魚
津

会
費
三
、

0
0
0円

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

魚
津
市
天
神
野
新

0
7
6
5
1出
1
7
0
0
1
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バ
イ
ク
利
用
の
方
ヘ

グ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ア
ゴ
ヒ
モ
を
し
っ
か

り
と
d

バ
イ
ク
は
、
手
軽
に
乗
れ
ま
す
が
、
事
故
が
大
変
多
く
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

近
年
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
イ
ク
と
い
わ
れ
る
叩
∞
以
下
の
原
動
機
付
自
転

車
や
ス
ク
l
タ
は
、
そ
の
手
軽
さ
と
便
利
さ
か
ら
、
通
勤
や
通
学
に
、
ま

た
主
婦
の
買
物
な
ど
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
は
、
そ
の
取
り
扱
い
の
安
易

さ
か
ら
、
や
や
も
す
る
と
軽
く
扱
わ
れ

て
い
る
た
め
、
最
近
こ
れ
ら
バ
イ
ク
に

よ
る
交
通
事
は
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。他
人
の
生
命
は
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
自

身
の
安
全
の
た
め
に
バ
イ
ク
に
乗
る
と

き
の
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

。
ま
ず
、
ど
ん
な
心
掛
け
が
必
要
か
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1 

-ヘルメッ卜は正しく

C3O， 
シ』

'

内

丹

、

7
1
1

ず

刀
ぺ

l

M

M
/
i

モ

父

町

①

交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
。

②

思
い
や
り
と
、
ゆ
ず
り
合
い
の
心

を
持
つ
こ
と
。

③

自
転
車
の
よ
う
な
乗
り
方
で
は
な

く
、
バ
イ
ク
に
定
め
ら
れ
た
運
転

技
術
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。

④

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
バ
イ
ク
で
も
着
用

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
(
道
路
交
通
法
第
礼
条
の
3

ー

2
)
大
切
な
頭
部
の
保
護
の
た

め
に
も
、
常
に
着
用
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
だ
頭
の
上
に
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ら
ず
、
か
な
ら
ず
ア

ゴ
ヒ
モ
を
し
っ
か
り
締
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
か
ぶ

っ
て
い
た
た
め
に
、
生
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
た
例
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
充
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

+
6
 
d

n
d
 

k

n

u

 

仰
の
一戸
、以

xf

¥
「
h
/如
、

1
.
r
a
-

-
H
-
J

4
4
川

，

『

ツ

J

、
町
リ
内
L川

-ルールを守ろう
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

ー
父
通
安
全
み
ん
な
が
主
役
H

H

早
め
合
図
で
安
全
に
d

労
働
講
演
会
(
第

2
回
)

6
月
9
日
附
午
前
日
時

1
正
午

魚
津
商
工
会
議
所

3
階
会

議
室
信
州
大
学
教
授

高

梨

昌

テ
l
マ
「
日
本
経
済
の
展
望
と

労
働
情
勢
」

日
H寺

場
所

講
師

受
講
料
無
料

主

催

魚

津

市

多
数
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し

ま
す
。

第
叩
回
文
化
講
演
会

テ
l
マ
「
航
制
圧
と
科
学
技
術
」

講

師

京

都

大

学

教

授

鍵

谷

勤

氏

6
月
刊
日
幽

午
後

6
時
初
分
よ
り

魚

津

平

安

閑

北

鬼

江

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

日
H寺

主場
催戸斤産

業
人
市
民
大
学

テ
ー
マ

「
や
ぶ
に
ら
み
の
人
間

関
係
」

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

教

官

若

林

栄

一

6
月
3
日
倒
午
後

6
時
1

ホ
テ
ル
サ
ン
ル

l
ト
魚
津

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
新
川
地
区
振
興
会

講
師

日

時
王
催

(5) 
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。
水
道
の
し
く
み

水
は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
の
に
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で

す
。
人
は
水
が
な
く
て
は
、
生
さ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
切
な
水
も

空
気
と
同
じ
で
、
周
囲
に
血
是
畠
に
あ
っ

て
、
し
か
も
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
、
そ
の
価
値
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
、
が

与
え
て
く
れ
た
水
資
源
も
、
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
持
す
る
た

め
に
、
飲
水

・
{
丞
争
用
水
や
工
業
用
水

等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
清
潔
で
安
い
水
を
供

給
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

6

・

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
全
国
統
一
水

道
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
簡
単
に
水

道
の
し
く
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
道
事
業
の
し
く
み

水
道
事
業
は
、
国
が
定
め
る

「地
方

公
営
企
業
法
」
に
よ
っ
て
か
独
立
採
算
。

で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
事
業
に
必
要
な
す
べ
て

の
経
費
は
、
水
道
料
金
等
の
収
入
で
ま

か
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
水
道
料
金
は
、
税
金
と
は
別
の

も
の
で
受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

。
水
道
財
政
の
し
く
み

水
道
の
施
設
を
拡
張
し
た
り
改
良
し

た
り
す
る
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
借
金

で
ま
か
な
わ
れ
、
そ
の
施
設
が
完
成
し

て
、
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
る
と
、
水

道
料
金
等
の
収
入
で
こ
れ
ら
の
借
入
れ

金
と
、
利
息
を
返
済
し
な
が
ら
事
告
ポ
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

。
水
道
の
水
が
で
き
る
ま
で

水
は
、
そ
の
ま
ま
飲
料
水
や
、
{
丞
事

用
水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
地

下
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
ン

プ
で
く
み
あ
げ
た
水
を
滅
菌
し
、
さ
ら

に
配
水
池
に
送
り
、
配
水
管
を
通
し
て
、

自
然
流
下
に
よ
っ
て
、
各
家
庭
に
送
水

し
て
い
ま
す
。

。
家
庭
の
水
道
の
し
く
み

皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
、
水
道
設
備

を
給
水
装
置
と
い
い
ま
す
。
公
道
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
よ
り
取
出
す
給

じ
ゃ

水
管
か
ら
蛇
口
ま
で
を
、
給
水
装
置
と

い
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
器
を
除
い
た
給

水
装
置
は
、す
べ
て
あ
な
た
の
財
産
で
、

新
設

・
改
良

・
修
理
の
経
費
は
、
す
べ

て
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

。
水
も
れ
の
見
分
け
方

理
由
も
な
い
の
に
、
前
月
に
比
べ
今

月
の
使
用
水
量
が
急
に
増
え
た
よ
う
な

場
合
は
、
建
物
の
ど
こ
か
で
水
道
管
が

破
れ
て
水
が
も
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は

蛇
口
が
し
っ
か
り
し
ま
ら
な
く
て
水
が

出
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、
蛇
口
を
全

部
し
め
て
、
水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
の
一

番
下
の
赤
い
針
の
動
き
を
調
べ
ま
す
。

も
し
、
赤
い
針
が
回
っ
て
い
た
ら
、
蛇

口
と
メ
ー
タ
ー
器
の
間
で
水
が
も
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
至
急
給

水
工
事
指
定
庖
か
、
水
道
局
(
内
線
2

3
7
)
に
連
絡
し
て
修
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
修
理
費
は
利
用
者
の

負
担
で
す
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

，A

，‘4・A
，.A
，‘‘‘‘.4.，‘.4・e・o
.，‘.
a

・・4
・・・a
，.4
・a
，A，.A
，J

…
⑤
水
道
管
の
洗
管
に

…

…

つ

い

て

の

お

知

ら

せ

一

…
水
道
局
で
は
、
水
道
管
の
中
に
た
ま
…

さ
び

…
っ
て
い
る
錆
ゃ
あ
か
を
洗
い
出
?
に
め
、
…

…
年
に
一
度
洗
管
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
一

…
年
度
も
次
に
よ
り
洗
管
を
行
い
ま
す
の
…

…
児
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
多
少
、
水
が
…

…
相
削
っ
た
り
断
水
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

一

…
の
で
、
夜
間
水
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
…

…
予
備
と
し
て
、
く
み
水
を
し
て
く
だ
さ
…

…
る

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

…

…

川

作

業
場
所
上
水
道
全
域

一

…

ω作
業
日
程

6
月

幻

日

か

ら

一

…

6
月
M
日

ま

で

…

(
4
日
間
)

…

…

ω作
業
時
間
午
後
日
時
か
ら

…

一

翌
日
午
前
2
時
ま
で

…

r
i
l
l
-
4
i
・e
-
i
i
l
i
-
-
‘1
1
1
;
・

給
水
工
事
は
指
定
底
で

給
水
装
置
の
新
設

・
改
良

・
修

理
は
所
有
者
が
直
接
水
道
局
に
申

出
ら
れ
る
か
、
給
水
工
事
指
定
庖

を
通
じ
て
申
込
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
、
今
年
度

給
水
工
事
の
指
定
庖
と
し
て
、
次

の
業
者
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

松
原
工
務
庖
本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

畠
山
工
業
肌
上
村
木
合
②
5
3
3
0

側
三
共
設
備

北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

北
陸
水
道
工
業
肌
横
枕

合

@
1
3
5
3

石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮
②
2
9
2
4

ユ
ウ
ホ
l
設
備
肌
釈
迦
堂

合
②

5
7
1
1

高

松

工

業

上

口

二

丁

目

宮
②
0
5
4
5

鮒
水
環
境
セ
ン
タ
ー
高
畠

宮

@
7
7
1
1

菅

沼

組

村
木
町
宮
②
0
4
5
3

吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

宮

@
5
8
3
5

中
谷
配
管
工
業
吉
島
二
丁
目

宮
②
3
6
9
8

ダ
イ
シ
ン
産
業
肌
釈
迦
堂

宮

@
5
6
1
1

大
光
寺宮
@
6
2
6
8

印
田合
②
2
6
8
7

71く

宝
田
配
管
所
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
時

日
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

こ
こ
が
ち
が
う

国
民
年
金
と
個
人
年
金

圃
社
会
保
険
と
個
人
年
金

豊
か
な
老
後
を
願
う
人
た
ち
の
あ
い

だ
で
、
個
人
年
金
が
た
い
へ
ん
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
年
金

と
国
民
年
金
と
で
は
、
同
じ
「
年
金
」

と
い
う
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
ち
が
う
も
の
で
す
。

国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
年

金
は
、
国
が
国
民
生
活
の
安
定
を
は
か

る
た
め
に
つ
く
っ
た
社
会
保
障
と
し
て

の
制
度
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
年
金
は
、
個

人
が
信
託
銀
行
や
生
命
保
険
会
社
、
郵

便
局
な
ど
と
契
約
を
結
び
、
掛
け
金
を

積
立
て
て
老
後
に
備
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

各
種
の
個
人
年
金
商
品
は
、
大
き
く

分
け
て
、
「終
身
年
金
」
と
「定
期
年
金
」

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
定
期
年
金
」

は
、
受
け
取
り
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
年
金
で
す
。

「終
身
年
金
」
に
は
、
年

金
額
が
毎
年
少
し
ず
つ
ふ
え
る
「
逓
増

型
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
「
逓
増
型
」
は
、
物
価
の
値
上
り
に
対

応
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
年
金
額
を
あ
ら
か
じ
め
低
く
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
順
次
高
く
し
て
い
く
よ
う

に
積
立
金
を
配
分
し
た
も
の
で
、
物
価

が
上
れ
ば
年
金
も
そ
の
ま
ま
上
る
公
的

年
金
の
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
と
は
意
味
合

い
が
だ
い
ぶ
異
な
っ
た
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
多
く
の
年
金
を
欲
し
い
と
き

に
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
掛
金
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

圃
み
ん
な
が
助
け
合
う

国
民
年
金

個
人
年
金
は
、
郵
便
局
や
民
閉
会
社

の
商
品
で
あ
り
、
買
う
か
買
わ
な
い
か

は
自
由
で
す
が
、
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
は
、
国
民
の
社
会
保
障
の
一
環

と
し
て
国
が
運
営
し
て
お
り
、
す
べ
て

の
人
は
、
職
業
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は

年
齢
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制

度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
老
年
世
代
を
若

い
世
代
(
却
歳
か
ら

ω歳
)
で
支
え
て
ゆ

こ
う
、
と
い
う
世
代
間
相
互
の
助
け
合

い
制
度
で
す
。
で
す
か
ら
、
国
も
こ
れ

に
財
政
的
援
助
を
し
て
い
る
の
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
個
人
年
金
に
は
な

い
左
の
よ
う
な
各
種
の
保
障
が
あ
り
ま

す
。

①
国
が
事
務
費
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

②
物
価
が
上
る
と
年
金
も
上
り
ま
す
。

③
母
子
年
金
や
寡
婦
年
金
な
ど
の
遺
族
給
付
が
あ
り
ま
す
。

④
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
は
障
害
年
金
が
あ
り
ま
す
。

⑤
住
宅
資
金
の
融
資
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
国
が
年
金
給
付
の
す
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

⑦
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

58年度保険料第1期会
(4・5・6月分)の納期
&、6月30日です@
納め忘れのないようにー

今「度確かめて《ださ

-
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は

免
除
の
手
続
き
を
・
・

生
活
が
苦
し
く
て
、
か
け
金
が
で
き

な
い
期
間
は
、
か
け
金
の
免
除
の
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
手
続
き
を
し

て
お
き
ま
す
と
、
老
齢
年
金
や
、
万
一

の
事
故
に
よ
る
障
害
年
金

・
母
子
年
金

等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

は
、
年
金
の
額
が
免
除
を
受
け
た
期
間

の
み
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。
が
、
経

済
的
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
過
去
十

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
当
時
の
保

険
料
で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
の
な
い
よ
う
、
印
鑑
(
認
め
印
)
持

参
の
う
え
7
月
初
日
ま
で
市
民
課
国
民

年
金
係
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
免
除
は
、
年
度
単
位
で
免

除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
申

請
は
毎
年
度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
任
意
加
入
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
除
か

れ
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
疋

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
つ

-

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
成
人
病
ド
ッ
ク
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
(
健
康
情
報

調
査
票
)
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

あなたと市政をむすぷ

※
成
人
病
ド
ッ
ク

国
保
の
被
保
険
者
を
対
象
に
し
た
日

帰
り
の
成
人
病
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

検
査
は
、
富
山
労
災
病
院
で
行
い
、

対
象
者
は
、

ω歳
か
ら
印
歳
ま
で
の
方

で
、
市
の
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
方

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
か
く
仕
事
に
追
わ
れ
、
多
少
の
体

の
変
調
も
気
に
と
め
ず
に
働
く
こ
の
年

代
は
成
人
病
に
な
り
や
す
い
年
代
と
一
宮

わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
の
が
第

一
で
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
に
あ
わ

せ
て
こ
の
検
診
を
利
用
し
、
自
分
の
健

康
度
を
は
か
り
、
成
人
病
の
早
期
発
見

早
期
治
療
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
要
件
は

マ
一
年
以
上、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
。

マ
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

マ
受
検
日
に
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
。

※
検
査
す
る
項
目
は

マ
身
体
測
定

マ
呼
吸
系
検
査
(
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
)

来t/

み

マ
循
環
器
系
検
査
(
血
圧
測
定
、
心
電

図
検
査
等
)

マ
腎
機
能
検
査
(
検
尿
に
よ
り
糖
蛋
白

等
)

マ
胃
検
査
(
胃
透
視
)

マ
肝
機
能
検
査
(
血
清
蛋
白
、
黄
痘
指

数
等
)

マ
糖
尿
病
検
査
(
血
糖
検
査
)

マ
血
液
系
検
査
(
赤
血
球
数
、
白
血
球

数
等
)

マ
超
音
波
診
断

マ
ガ
ン
検
査

マ
眼
科
(
眼
底
精
密
検
査
等
)

踏布竹の配

以
上
が
検
査
項
目
で
す
。
検
査
に
際

し
て
は
、
病
院
か
ら
指
示
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
費
用
の
一
部
を
助
成

総
費
用
額
は
二
万
三
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
市
で
は
一
万
六
千
円
を
助

成
し
ま
す
の
で
、
本
人
は
七
千
円
を
病

院
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
手
続
き
は

ド
ッ
ク
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
民
課
国
保
係
へ
印
鑑
、
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
査
の
日
は

検
査
の
日
は
病
院
か
ら
本
人
あ
て
に

案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た

日
時
に
つ
ぎ
の
も
の
を
持
参
の
上
、
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
市
役
所
発
行
の
承
認
証
。

マ
被
保
険
者
証
。

マ
病
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
健
康
調
査
表

に
調
査
項
目
を
-
記
入
し
た
も
の
。

マ
検
査
費
用
は
自
己
負
担
額
七
千
円
。

検
査
の
日
は
、
検
査
が
終
る
ま
で
、

朝
食
、
飲
物
、
た
ば
こ
等
は
遠
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

※
後
々
の
健
康
管
理
に

検
査
の
結
果
は
、
各
項
目
ご
と
に
本

人
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
医
師
か
ら
今
後
の
健
康
指

導
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
後
日
の
健
康

管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

身
体
に
異
常
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
治
療
し

て
健
康
で
明
る
い
生
活
を
取
り
も
ど
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
市
民
課
国
保
係
包
②
2
2
0
0

内
線
2
1
8
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
と
は
、
疾
病

の
診
断
で
は
な
く
、
保
健
指
導
を
お
こ

な
う
も
の
で
す
。

自
覚
症
状
、
性
格
、
日
常
生
活
の
様

子
、
い
ま
か
か
っ
て
い
る
病
気
、
い
ま

ま
で
に
か
か
っ
た
病
気
、
家
族
の
既
往

歴
等
を
健
康
情
報
調
査
票
に
記
入
し
、

そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
処
理

し
ま
す
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
か
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
H

こ
と
の
基
礎
と
す
る

も
の
で
す
。

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る

要
件
こ
の
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
に
は
、
つ
ぎ

の
要
件
に
か
な
う
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ

一
年
以
上
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

っ
て

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
方
と
し

ま
す
。

マ
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

※
費

用

費
用
は
無
料
で
す
。

※
利
用
の
手
続
き
は

ド
ッ
ク
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
民
課
国
保
係
へ
印
鑑
、
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、
9
月
初
日
ま
で
。

(8) 

V
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

今
ま
で
の
限
度
額
二
十
七
万
円
を
二

十
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

O
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
四
割
軽
減
世

帯
の
納
税
義
務
者
を
除
く
他
の
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
十
八
万
円
を
加
え
た
合

算
額
以
下
の
世
帯
と
あ
る
の
を
、
十
八

万
五
千
円
を
加
え
た
合
算
額
以
下
の
世

帯
と
改
め
ら
れ
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。

国
鉄
全
線
グ
リ
ー
ン
車
で
4
日
間

ナ
イ
ス
ミ
デ
イ
パ
ス

会
員
募
集

使
用
期
間

7
月
引
国
側
ま
で

素
敵
な
女
と
も
だ
ち
の
グ
ル
ー
プ

旅
行
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

マ
国
鉄
全
線
(新
幹
線
を
含
み
ま
す
)

グ
リ
ー
ン
車
で
、
ど
こ
へ
で
も
フ

ル
に
使
え
、
何
時
で
も
乗
り
降
り

が
自
由
で
す
。

マ
2
人
用
6
万
円
、

3
人
用
9
万
円

で
す
。
(
乗
車
券
、
特
急
券
、
グ
リ

ー
ン
券
を
含
み
ま
す
。)

マ
初
歳
以
上
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
、

同
一
行
程
の
旅
行
を
さ
れ
る
場
合

に
限
り
ま
す
。
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ヌ?
市

w
ス。ホ
l
ツ
の
祭
典
“

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
を

育
て
る
た
め
、
次
の
と
お
り
第
花
田
市

民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

年
々
参
加
数
も
増
え、

市
民
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
企
画
し

ま
し
た
。

食

期

日

6

月

ロ

日

1
7
月
3
日

ム
泌
総
合
開
会
式

7
月
3
日
制
午
前

8
時
か
ら
吉
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
行
い
ま
す
。

交
参
加
対
象
市
内
在
住
者
及
び
、
市

内
通
学
、
通
勤
者

交
参
加
料
原
則
と
し
て
無
料
で
す
が
、

一
部
の
競
技
に
は
、
参
加

料
を
必
要
と
し
ま
す
。

女
種
目
及
び
会
場
表
の
と
お
り

会
問
い
合
わ
せ
先
市
教
委
体
育
課

(g
n
1
2
2
0
0
内
線
3

1
0
)
ま
た
は
、
市
体
育

協
会
(
g
n

|
1
2
6
3
)

へ
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

6
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

12 10 と
日 日
(口) 働 き

大会ポルl杯車市長争J て
市予iルよ盤1年高タ少女J てp 

競技体市

パポレl1 新f学子区川中男也

司T
、ノ

フ
ト
ポ Jレ

レ
大~ 、 名

レ Jレ

館体蛇合育 館合体蛇育 球市営場 館 韓合体育
と
」甲

ろ

学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

魚
津
神
社
の
祭
礼
に
よ
る
混
乱
を
避

け
る
た
め
に
、
6
月
4
日

ω、
6
月
6

日
間
は
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
休

止
し
ま
す
。

No. 種 目 対 象 と き と二ろ 開始時間

中市学立 女子 7/2 

市新東東川部部営女球中中子学場学高校他桂校

14: 00 

l ソフトポール 一 男子 6/12・19・26 11 

地区対婦 抗 7/3 9: 30 
家庭 人 11 11 

スポーツ少年団
上西野部方中小学学校校

10: 00 

2 ノ〈レーポール 中骨学量 男女 7/3 
11 

一 男女 11 " 家庭婦人 11 11 

中骨学量 男女
一 男女

3 ノ〈ドミントン 家成 庭婦人 7/3 総合体育館 9:00 
年年 男子

ヰ:1: 男子
スポーツ少年団

室 内 ift 水
4 1 7.k 河t

成中年学30歳男以上女
7/3 

プ lレ
9:00 

中骨学量 男女 <土， 回
5 陸上競技 一 男女 7/3 

グラウンド
9: 00 

地区対抗

スポーツ少年団
中学男女

青家年 庭婦人
6 1 ~.i. 球 年男女 7/3 総合体育館 9:00 

一般男女
30 品交 ιJ. Jニ
40 段以上

7 林 ill スポーツ少年団 7/3 響苦笑 i道場 10:00 
スポーツ少年団 未定 市内小学校校

8 型f 球 中両学立 男子 11 西部中学 未定
一 男子 5/8- 市営球場

9 パスケ ッ ト スポーツ少年団

中自学立 男女 7/3 東部中学校 10: 00 
ポール

一 男子

スポーツ少年団
10 サ ソ カー 中市学立 男子 7/3 西部中学校 10: 00 

一 男子

スポーツ少年間
11 柔 道 中学男子 7/3 総合体育館 9:00 

一 般男子

スポーツ少年団
12 剣 道 中骨学止 男女 7/3 吉 j誌小 学校 10: 00 

一 男女

中両学立 男女 7/2 14: 00 
13 軟式テニス 一 男女 7/3 市営コート 10:00 

宮家臨婦人 11 11 

141 T 一 ス
一 般男女 未定

市営コート 未定
~ 1・ 年列女 " 

151 ~ 手
スポーツ少年間

7/3 経団 小 学校 10:00 
一 般男子

16 ラグビー スポーツ少年団
7/3 大町小学校 10:00 一 般男子

高骨校量 男女
17 弓 i益; 一 男女 7/3 市営 弓 道場 9: 00 

~:I: 年

18 ゲートポール 高 i骨骨 者ー 7/3 本江 小 学校 9:30 
※各競技の都合により変更する場合も有ります。

開 設内容 ー

7
月
の
歩
-
}
う
会
|

7
月
の
歩
こ
う
会
は
、
3
日
制
に
西

布
施
の
桜
峠
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄

魚
津
駅
発
、
午
前
8
時
5
分
の
パ
ス
で

行
き
、
小
川
寺
↓
御
影
↓
桜
峠
↓
長
引

野
↓
小
川
寺
と
歩
き
ま
す
。
参
加
者
は
、

午
前
7
時

ω分
ま
で
に
、
電
鉄
魚
津
駅

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈昼
食
持
参
〉

昭和58年度

県民スポーツ大
学校開設要頂

富
山
県
で
は
、
広
く
県
民
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
、
自
ら
実

践
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
導
入
と
継
続
的

な
活
動
を
促
進
さ
せ
、
『
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
』

の
飛
躍
的
推
進
を
は
か
る
た
め
、
次
に

よ
り
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
」
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

女
主
催
富
山
県
教
育
委
員
会

古
申
込
期
間
各
種
目
開
設
1
週
間
前

ま
で

交
要
項
請
求
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

・
富
山
県
教
育
委
員
会
体
育

課

(
宮
富
山
訂
1
4
1
1

1
内
線
2
9
2
)

・
市
教
委
体
育
課
(
合
辺

|

2
2
0
0
内
線
3
1
0
)

種目 講 師 名
開設市町名

開設日時 対 象
く会 場 〉

/¥ 十手 町 6月11日U:)

ド 全日本選手権大会 〈町民体育館〉
13: 30-

『、、 1位 16:00 青 壮年
ノ、

銭谷欽治 福 6月12日(11) 人
ト 光 町 婦

、ノ
く町民体育館〉

13: 30-
16: 00 

卓
j皮 市 6月11日(:-1)

世界選手権大会 〈市民体育館〉
13: 30- 青壮年

l位 16:00 婦 . 人

荻村伊智朗 滑 JlI 市 6月12日(11) と

球 〈滑川高校体育館〉
9:30- 指導者
15:30 

軟
八 尾 町 9月10日日j

式
世界選手椛大会 (i八:I:j尾天時高校テニスコート) 13: 30-
H立 八尾中体育館 16: 00 

庭 西田豊明 高岡市 9月11日(日)
青 少年

球 (前雨天時回、庭市民球体育場館) 
9:30-
12: 00 

ハ 時バirレ全ー日ポー本ル女政子管 朝 日 町 9月10日臼j

レ 小 島孝治 〈町民総合体育館〉
13: 30- 家庭婦人

，L』、 モントリビオール
16:00 

t畠... 9月11日(日)
と

| 金オメリ ダン リ スy クト 山 市

ル横 山 樹里 〈富山市体育館〉
9:30- 指導者

一
15: 30 

(9) 
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続
審
は
あ
な
た
の
無
限
の
宇
宙
:
③

新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

書
〉

ビ
デ
オ
遊
び
の
テ
ク
ニ
ッ
ク地
丸
和
臣
他

す
て
き
な
一
日
の
時
間
割
ク
ニ
エ
ダ
ヤ
ス
エ

薬
草
早
わ
か
り
附
種

森
田
直
賢
他

ニ
小
節
の
詩

さ
だ
ま
さ
し

娘
は
相
棒

藤
本
統
紀
子

ビ
タ
ミ
ン
た
っ
ぷ
り
料
理

荒
井
慶
子

俳
画
の
技
法

武
井
石
州
岳
人
他

ニ
ん
な
女
が
男
を
ダ
メ
に
す
る
福

富

太

郎

ニ
ヤ
ン
ニ
ヤ
ン
・
ブ
ッ
ク

内

山

昆

投
げ
釣
り
入
門

伊

藤

梨

京

原
色
観
葉
植
物
写
真
集

人
間
ら
し
さ
へ
の
技
術

鈴

木

健

二

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室

万

根

薫

M
・
モ
ン
ロ
ー
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

(1
・
2
)

〈文
学

・
小
説〉

村
山
ソ
ウ
鋭
き
語
り

源
氏
物
語

笑
点
ジ
ョ
ー
ク
集

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

6
月
の
お
し
ら
せ

6
日
側

初
日
制

お
は
な
し
会

え
い
が
会

草
原
の
子
テ
ン
グ
リ

3
じ
叩
ぷ
ん
か
ら
、

4
じ

ま
で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

両
手
い
っ
ぱ
い
の
言
葉

寺

山

修

司

苦
味
を
少
々

田

辺

聖

子

夕
暮
れ
て

山
田
太
一

ひ
と
つ
と
や

竹

西

寛

子

黒
白

(上
・
中
・
下
)

池

波

正

太

郎

ヴ
ィ
レ
ツ
ジ
に
雨

山

本

道

子

可
愛
い
女

(上
・下

)

畑

山

博

街
の
観
覧
車

阿

万

田

高

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

で
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト

5

∞

1
ひ
と
ひ
ら
の
雪

(上
・下
)渡
辺
淳
一

穂

積

隆

信

瀬
戸
内
晴
美

司
馬
遼
太
郎

向

田

邦

子

2
積
木
く
ず
し

3
愛
の
時
代

(上
・下
)

4
菜
の
花
の
沖
(
1
1
)

5
男
ど
き
女
ど
き

川
柳
教
室
開
催
の
お
し
ら
せ

セ
と

6
月
刊
日

ω

午
後
1
時
初
分
か
ら

4
時
ま
で

魚
津
市
立
図
書
館

「
無
人
駅
」
「
雑
詠
」

二
句
づ
っ

き

カ
と
こ
ろ

食

課

題

講

師

木

村

喜

見

城

先

生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

5
月
の
川
柳
教
室
か
ら

遊
び
下
手
戦
前
戦
中
戦
後
生
き
上
楽
喜
代

華
や
か
な
毒
が
も
て
て
る
遊
び
人

福
沢
む
つ
子

名
を
遂
げ
て
世
間
を
に
ら
む

鼻

め

が

ね

辻

本

汀

風

グ
子
ど
も
の
広
場
4

ヘ
集
合
グ

一
こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

…

合
⑮
2
4
0
2

梅
雨
の
時
期
は
雨
の
ふ
る
日
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
日
は
部
屋
に
と
じ

こ
も
ら
ず
に
児
童
セ
ン
タ
ー
で
友
だ
ち

と
楽
し
く
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

|

|

6
月
の
お
し
ら
せ

|

|

〔
卓
球
ク
ラ
ブ
〕

ω3時
1
5
時

対
象
者
は
4
年
生
以
上

〔
お
え
か
き
ク
ラ
ブ
〕

ぬ
M
W
、
⑪
漏
4
時
i
5
時
加
分

〔
一
一
輪
車
ク
ラ
ブ
〕

肘
3
時
1
5
時

〔
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
団
〕

附
3
時
初
分
i

4
時
初
分

〔
竹
馬
ク
ラ
ブ
〕

幽
3
時
i
5
時

〔
将
棋
教
室
〕

幽
3
時
却
分
1
5
時

〔
将
棋
ク
ラ
ブ
〕

出
2
時
1
4
時

〔
切
り
絵
・
版
画
教
室
〕

第

2
・
4
m
(
ロ
日
・
初
日
)
叩
時

i
U
時
鈎
分

〔
体
操
ク
ラ
ブ
〕

第
1
・
3
出
(
4
日

-m日
)
3
時

初
分
1
4
時
初
分

。
〔
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
〕

第

2
・
4
出
(
日
日

・
お
日

)
1
時

1
3
時

一
回
分
の
費
用
は
印
円
で
す
。

O
〔
ガ
ラ
ス
絵
教
室
〕

第
3
・
4
日
(
凶
日

・
初
日

)
2
時

1
3
時
(
対
象
は
高
学
年
)

。
〔
小
さ
な
凧
作
り
教
室
〕

第
4
・
5
附
(
辺
日

・

m日
)
4
時

1
5時
(
縦

・
横
四
セ
ン
チ
)

〔
ぬ
り
絵
会
〕

第
1
・
2
側
(
5
日

・
ロ
日

)
2
時

1
4
時

〔
体
力
測
定
〕
日
日
出
2
時
l

〔
親
子
リ
ズ
ム
体
操
〕

ロ
日
冊
目
時
1
日
時

親
子
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

。
〔
父
の
日
の
製
作
〕

げ
日
幽
3
時
初
分
1
5時
、
四
日

出
1
時
1
3
時

ビ
ー
ズ
を
つ
か
つ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

作
り
ま
す
。
費
用
は
削
円
で
す
。

。
〔
将
棋
大
会
〕

四
日
出
2
時
初
分
i

〔
映
画
会
〕

日
日
岡
山
時
初
分
i

「
ぼ
く
の
ロ
ボ
ッ
ト
」

O
〔
オ
セ
ロ
大
会
〕

お
日
出
2
時
初
分
1

〔
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
〕

お
日
制

m時
i
日
時

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
鯛
ベ
〕

お
日
同
2
時
1

0
印
の
申
し
込
み
は
、
そ
の
行
事
の

3
目
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
v

月
曜
日
・
祝
日

「

J
C
市
民
大
学
講
座
」

受
講
生
募
集
(
五
回
シ
リ
ー
ズ
)

主
催
刷
新
川
青
年
会
議
所

後
援
魚
津
市
教
育
委
員
会

第
一
回

講
師
荻
原
茂
裕
氏

(
日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰
)

テ
l
マ
手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り

日

時

6
月
日
日
出

um

、、J
n
u
p
i

、ay
n
U

P
A
4
・、守
U

1
十
〈
‘
句
。

第
二
回

講
師
川
崎
洋
氏
(
詩
人
)

テ
ー
マ
時
間
の
波
そ
し
て
幻

ー
魚
津

日

時

6
月
時
日
出

U
M
ヲ

f

n

u

l

，、4
J
n
U

D
E
F
i

o
-
-
{
‘

0
 

第
三
国

講
師
遠
藤
和
子
氏

(小
説
家
)

テ
ー
マ
魚
津
と
佐
々
成
政

日

時

7
月
9
日
出

H
M
?
f
n
u
l
，、A
J
n
U

D
a
，
t

n
u

〈
‘

n
v

第
四
回

講
師
糸
川
英
夫
氏

(
組
織
工
学
研
究
所
所
長
)

テ
l
マ
逆
転
の
発
想

日

時

7
月
日
日
出

M肌
7
f
n
u
t
-
、.4'

ハU

P
F
t
0
1
0
 

第
五
回

講
師
中
村
乃
武
夫
氏

(
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

テ
l
マ
モ
ー
ド
屋
の
目

日

時

7
月
初
日
出

M
m
7
f
n
u
f
}
、4
J
n
u

p
i
，
i

A

U

f

-

n
u
 

募
集
人
員
一
二

O
名
(
先
着
順
)

受
講
料
一

O
、
0
0
0円
(
五
回
)

講
演
会
場
魚
津
平
安
閣

申
込
先
制
新
川
青
年
会
議
所
事
務

局
干
仰
魚
津
市
友
道
一
四
四
六

告
(⑫

5
9
7
6

。。
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だより
(6月〉

問い合わせは

ft22-2200 (内線231) 

6
月
の
休
日
診
療
医

魚
津
市
友
道

宮

@
0
4
9
0

魚
津
市
双
葉
町

E
@
8
8
2
0
 

魚
津
市
上
口

宮
②
3
6
1
9

魚
津
市
大
光
寺

宮

@
1
5
6
7

魚
津
市
新
金
屋

宮

@
0
6
4
2

一一一同一
同
一
晒
屋
医
院

12 
8 

(日)

鈴
木
産
婦

人
科
医
院

四
日
一
附
一
寺
崎
医
院

6
1
-
o
一
魚
津
緑
ケ

2
f
一
日
一
丘
病
院

7
'
同
月

一
哨
り

q
J
ロu
-

“い

羽
田
医
院

藤
井
歯
科

医
院
水
橋
歯
科

医
院
奥
平
歯
科

医
院
桶
井
歯
科

医
院
寺
崎
歯
科

医
院

ロ
日
一
川

19 
日

(11) 

26 
日

(11) 

滑
川
市
問
中
新
町

宮

0
7
6
4
@
0
3
5
2

滑
川
市
田
中
町

合

0
7
6
4
@
0
5
7
7

滑
川
市
四
問
町

合

0
7
6
4
⑪
0
2
7
7

滑
川
市
瀬
羽
町

宮

0
7
6
4
@
0
1
5
9

魚
津
市
上
口
二
丁
目

含

0
7
6
5
@
3
6
1
9

※診療時聞は、いずれも午

前9時から午後511寺まで。

内 ~ヨ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
6月 9日(木) 13: 00 -14: 00 

6月23日(柑 13: 00 -14: 00 

8か月児健診 8か月児
6月 3日幽 9:00-10:00 

7月 1日幽 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 56年11月生まれの幼児 6月24日倒 13 :00-14 :00 
魚津保健所

55.5.16-5.31生まれの幼児 6月 1日v)() 13:00-14:00 
3 歳児健診

55.6.1-6 .15生まれの幼児 6月15日(水) 13 :00-14 :00 

母 親 品4ム~ 級 妊婦とその家族 6月17日闘 9:30-16 :00 くAコース ・母性編〉
母親学級は昼食をご

持参ください。
歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 6月24日幽 9:00-12:00 

心の健康相談 一 般市民 6月28日(刈 13: 30 -15: 00 

健 康 相 談 一 般市民 6月16日休) 13: 00 -15: 00 魚津市役所・保健室 血圧iUI]定・検尿・心電図・診察

毎週月曜日
10 : 00 -11 : 30 木下新公民館

健 康 体 操 10 : 00 -11 : 30 道下公民館
-体操の出来る服装

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
の用意をして来て

と 一 般市民
毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

ください。

-日を定めて健康相
健 康 相 吾員火火 毎週 9:30-11 :00 経団公民館

談をしています。
月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

成人病教室 高J(11圧者及びその家族 7月 6日制 9 :00-12:00 魚津保健所 受付時間 9:00-9:30無料

6月 2日(木) 9:00-10:00 天神公民館
39歳まで1，550円

6月10日ω 9 :00-10:00 魚津生活改善センター
胃がん検診 一 般市民

6月24日倒 9:00-10:00 上中島公民館
料金40-69歳 500円

7月 6日(水) 9:00-10:00 住吉小学校
70歳以上無料

6月 6日(月) 13 :00-14: 00 天 神公民館
29歳まで1，400円

6月10日幽 13: 00 -14: 00 魚津生活改善センター
子宮がん検診 一般市民

6月21日(刈 13: 00-14 :00 上中島公民館
料金30-69歳 400円

6月29日ヤド) 13 :00-14: 00 住吉小学校
70歳以上無料

乳がん検診 一般市民
6月10日制 13:00-14:00 魚津生活改善センター

料金 1，100円
6月29日ヤ同 13 : 00 -14 : 00 住吉小学校

。 検診希望者は実施日 10日前まて¥市・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

6月 1日v)() 13: 15 -15: 30 道坂公民館 @ 

6月8日(水) 9:30-11:00 多目〈的束研蔵修公民セ館ン〉タ - I苅臥土Y
結核検診は胸部レン

一 般 イ主 民 6月8日(水) 13: 15 -15 : 30 片貝公民館 ⑮ 
トゲンの検査です。

6月10日幽 9:30-11 :30 魚津生活改善センター⑧ -個診票は必ず持参

結 核 検 き同Z会Y 6月10日幽 13: 15 -15 : 00 魚津生活改善センター⑮ のこと。

6月15日t対 9:30-11:00 村木公民館 -健康診査とは従来

と 6月15日(水) 13: 15 -15: 30 経団公民館 ⑫ の成人病検診です。

一般市民 6月21日(刈 9:30-11 :00 旧白倉小学校 ⑮ 40-64歳までの方

健 康 n差是~ 査
6月21日(刈 13: 15 -15 : 00 坪野小学校 ⑮ が対象です。

6月28日(刈 13: 15 -15: 30 経団公民館 ⑫ -受付は13.15-14

7月 5日(刈 9:30-10:00 前東城公民館 45までていす。

(⑮のついた場所) 7月 5日(刈 10 : 20 -11 : 00 袋公民館 -健康手帳を持って

で行います。 7月 5日(刈 13: 15 -15: 30 経団漁協 @ 
いる方はご持参く

7月8日幽 9:30-11 :00 経団福祉センター fごさい。
7月8日幽 13: 15 -15 : 30 天神公民館 ⑫ 

。1)
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内 f円坐r噌 対 象 と き と ニろ 備

-第 1期 3回接種 13 : 00 -14 : 00 

考

市民会館

百日せき
4月 5日現在 2歳児 該当地区 -体温は自宅で・計って

で、 4月に l回-2 6月22日(村 大町 ・村木 ・ きてください。

ジフテリア 回接種ずみの幼児。
住吉 ・上中島 -母子健康手帳 ・印か

予
-第2期= 1回のみ接

上野方 ・本江
ん持参ください。

破 イ霧 風 種 第 1期を 2回~

松倉 ・片員 ・

く三種混合〉
3回接種終了児で、

6月23日(木)
加桜 ・道下 ・ ※接種できない幼児
経団 ・天神 ・

最終接種目後 1年を
西布施 ①発熱、または心臓 ・

経過している3歳児。 6月29日(水)
受けなかった じん臓 ・肝臓疾患・

防

全地区の方 まん延性の皮膚病な

13: 30-14: 00 どのために治療して

生後 3か月から 3歳ま
ツベルクリン B C G 

での乳幼児で、今まで
6月20日(月) 6月22日レ}()

(坪野小学校 いる幼児。

西布施小学校 ② 接種前、 l年以内に

ツベルタリン
に 1回もツベルクリン

6月21日(火) 6月23日(村 住吉 小 学校

接 反応検査を受けていな
6月27日(月) 6月29日か，}() 片貝小学校

けいれんの症状を起

反応検査 い乳幼児は最寄りの会
6月28日(刈 6月30日(木)

松 倉 小 学校
したことのある幼児。

場へおいでください。

道下公民館 ③ 過去において、この

上中島小学校 予防接種により副反

@ 7月が最終実施会場

7月4日(月) ?月 6日(梢 上野方小学校 応を起したことのあ

種
B C G 

天神公民館

になっています。も 7月5日(刈 7月7日(材 本江公民館
る幼児。

れなく受けるように
7月11日(月) 7月13日(7J<) 経 団公民館

④ その他、接種を行う

してください。
7月12日ω 7月14日附 加 積 公民館 ことが不適当と認め

7月13日附 7月i1.5自信詰
市民会館 られた幼児は接種で

〈該当地区大町・村木〉 きませんので注意し

麻 し ん 18か月-36か月児 麻しん接一種券は、 1歳 6か月児健診会場
一一一一一 一L...にて発4了します。

てください。

J
-
ん
に
ち
は

魚
津
市
の
母
子
保
健
推
進
員
で
す
。

市
で
は
か
す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
。

を
テ

i
マ
に
、
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
方
に
種
々

の
学
級
を
開
い
た
り
、
健
診
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
健
婦
と
み
な
様
方
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
日
名
の
地
元
の
母
子
保
健
推
進
員
が
各
地

区
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
推
進
員
は
、
み
な
様
方
の
ご
家
庭
を

訪
問
し
、

@

母
親
学
級
受
講
の
す
す
め

@

母
子
健
康
手
帳
の
検
診
欄
を
転
記

@
乳
幼
児
健
診
の
す
す
め

等
の
他
、
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
方
の
た
め
に
活
躍

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(12) 

氏 名 f主 所 電話 担当地区

岸名小夜子 諏訪町 5-9 24-1254 村 木

北野伶子 新宿 3-25 24-2393 大 町

浜住洋子 本町2-14-6 24-1023 大 町

黒田アヤ 青島678 24-0572 道 ・ 下

船田安子 末広町8-27 22-4382 道下・村木

浜藤和子 青島667 24-2458 本 江

広見豊美 鴨川町2-10 22-5386 本 江

広田玲子 本江1413の1 22-6334 本 江

高松好子 浜経団17 22-4315 経 田24-7307 

勝岡かつみ 浜経団142 22-2889 経 回

山田サチ子 天神野新647 31-7855 天 神

伊東きくえ 横枕238 32-8185 力日 手賞

寺崎喜美子 六郎丸2942-3 22-4752 力日 干貴

広田 操 大海寺野村148 24-6622 上野方

松井秀子 住吉2908 24-4527 住吉・大町

小林晴美 島尻778 32-8558 片 員

赤石富子 友道1215-6 22-4189 本江・松倉

本井よし美 小川寺2932
31-7361 

西布施31-7152 

石田英子 浅生933 22-4740 上中島

魚津市母子保健推進員
〈昭和56年10月~昭和58年 9月〉

「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
の
案
内
に
つ
い
て

む
し
歯
の
な
い
方
は
ふ
る
っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

-
対
象

昭
和
町
年
4
月
1
日
1
日
年
3
月
白
日

ま
で
に
3
歳
児
健
診
を
受
診
し
た
お
子
さ
ん
と

そ
の
お
母
さ
ん
。

-
内
容

母
子
と
も
に
む
し
歯
お
よ
び
口
腔
疾
患

が
な
く
、
歯
列
吹
合
が
正
常
で
あ
り
、
全
身
の

発
育
も
良
好
な
人
。

た
だ
し
、
初
期
む
し
歯
で
適
当
な
充
墳
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
0

・
申
込
み

6
月
初
日
ま
で
魚
津
保
健
所
へ
口
答

も
し
く
は
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-F

6
月
4
日
j

歯
の
衛
生
週
間

0

1

6

月
刊
日

今
年
も
ま
た
歯
の
衛
生
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
再
度
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
む
し
歯
や
歯
槽
膿
漏
の
予
防
の
た
め
に
、
食
後
の

正
し
い
歯
口
清
掃
の
習
慣
、つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

V
と
き
ど
き
鏡
で
下
の
前
歯
の
裏
側
を
よ
く
見
て

く
だ
さ
い
。
歯
石
が
た
ま
っ
て
い
た
ら
、
な
る
べ

く
早
く
取
っ
て
も
ら
い
、
歯
槽
膿
漏
を
防
ぎ
ま
し

ょ、っ。
V
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
歯
を
み
が
い
た
あ
と
は
、

み
が
き
残
し
が
な
い
か
、
お
母
さ
ん
が
必
ず
見
て

や
り
ま
し
ょ
う
。
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父
親
の
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
の

中
か
ら
昭
和
計
年
7
月
に
内
閣
総
理
大
臣
官

房
広
報
室
で
、
全
国
の
満
6
歳
l

m
歳

未
満
の
子
を
持
つ
父
親
三
、

0
0
0人
を

対
象
に
調
査
員
に
よ
る
面
接
聴
取
し
た

結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
し
た
o

A
少
年
非
行
と
家
庭
内
で
の
問
題
点

O
子
供
が
悪
い
こ
と
を
し
て
も
親
は
叱

ら
ず
、
子
供
を
甘
や
か
し
て
い
る円。
一o
pu
o-

O
親
と
子
供
の
接
触
が
少
な
い

ハu
-
0

4
0-

O
父
親
が
家
庭
を
き
ち
ん
と
ま
と
め
ず

き
然
た
る
態
度
で
子
供
に
接
し
て
い

-
A
せ
ノ
hu

な
し

:
:
:
:
3

m

O
親
が
子
供
の
養
育
に
関
し
て
放
任
的

な
態
度
を
と
っ
て
い
る

O
夫
婦
仲
が
悪
い
等
家
庭
内
が
円
満
で
po
一。

な

し

:

::・

:
2
虫

O
親
が
細
か
い
こ
と
に
ま
で
口
を
出
し

子
供
の
自
主
性
を
妨
げ
て
い
る

円

δ

一。

つ臼

O'

O
幼
い
時
か
ら
子
供
に
家
庭
内
の
役
割

(
手
伝
い
、
身
の
回
り
の
こ
と
等
)を

果
た
さ
せ
て
い
な
い

::::・
お
%

。
そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
:
:::・
2

%

企
少
年
非
行
と
学
校
内
で
の
問
題
点

O
受
験
中
心
の
教
育

::::・
6

%

O
教
師
の
教
育
者
と
し
て
の
自
覚
q
u
一o

A
吐

O
一

O
非
行
に
対
す
る
処
置
の
甘
さ

つ臼

-o

q
u
o一

O
学
校
と
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携

-
連
絡
の
不
足

:
:
:
・
:
幻
%

。
校
長
や
教
師
の
生
徒
指
導
に
お
け
る

一

貫

性

の

な

さ

:

:
:
:
-m
%

30 
% 

帆あいさつをしよう Hを魚津市小・中学校

の目標にしました。あいさつの輪を広げる

ために市民のみなさまのご協力をお願い

します。(魚津市小・中生徒指導協議会)

O
サ
ー
ク
ル

・
ク
ラ
ブ
活
動
や
情
操
教

育
の
不
足

:
:
:
:
・
日
%

O
教
師
の
授
業
の
進
め
方
や
教
え
方qu
-
0
 

1
A
O

一

O
そ
の
他
・
わ
か
ら
な
い

:
:
・
:
:
5
%

企
少
年
非
行
と
社
会
環
境
、
社
会
風
潮

O
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
他
人
あ

る
い
は
他
人
の
子
供
に
無
関
心
に
な

っ

て

い

る

:

:
:
:
・
臼
%

。
社
会
一
般
に
、
道
徳
観
や
秩
序
を
重

ん
じ
る
意
識
が
低
下
し
て
い
る
-A
一O
R
u
o-

O
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

-
デ
ィ
ス
コ

・
ポ

ル
ノ
雑
誌
の
自
動
販
売
機
等
の
有
害

環
境
が
は
ん
乱
し
て
い
る

A
苛

/
U

4
A
O
一

O

マ
ス
コ
ミ
が
興
味
本
位
の
記
事
を
掲

載
し
た
り
、
青
少
年
に
好
ま
し
く
な

い
影
響
を
与
え
る
番
組
を
制
作
し
て

い
る

:
:
:
:
-
G
%

O
非
行
を
大
目
に
見
る
風
潮
が
社
会
全

体
に
広
ま
っ
て
い
る

・:
:
:
:
日
%

。
ス
ー
パ
ー

-
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
監
視

が
ゆ
る
い
、
放
置
自
転
車
の
は
ん
乱

等
非
行
を
誘
発
し
や
す
い
状
況
に
あ

る

::::・

8
%

。
そ
の
他
・
わ
か
ら
な
い
・
:
:
:
:
2
%

魚
津
を
舞
台
に
ス
テ
レ
オ
ド
ラ
マ

時
間
の
波
そ
し
て
幻

放
送

6
月
お
日
出

9
時
叩
分

1
9
時
日
分
〈

F

M〉

O
作

川

崎

洋

O
音

楽

池

辺

晋

一
郎

O
演

出

千

葉

守

妃

支

3
m
E
L
，
，
縄
』声
(
埋
没
林
)j
e--je--
・:
小
池
朝
雄

男
(魚
津
市
役
所
広
報
係
)大
黒
幸
雄

少
女
(盛
気
楼
の
精
)
:
:
:
大
場
寿
子

婆・
-

J

i

-
-
-
-
-
-
-
J
J

・--
a

・
:
・
・
小
森
英
子

子
も
り
う
た
を
歌
う
母

i
表

童
う
た
を
歌
う
子
ど
も
た
ち
;
・
:

魚
津
市
立
本
江
小
学
校
児
童

あ
ら
ゆ
る
時
代
の
庶
民
:
:
:

「富
山
放
送
劇
団
総
出
演

(
富
山
市
立
西
部
小
学
校
児
童

背
に
立
山
連
峰
、
眼
前
に
富
山
湾
、

人
類
が
住
み
つ
く
は
る
か
以
前
か
ら
の

悠
久
の
時
間
を
秘
め
て
魚
津
市
は
位
置

し
て
い
る
。
数
千
年
前
の
秘
密
を
の
ぞ

か
せ
る
「
埋
没
林
」
、
気
ま
ぐ
れ
に
人
々

の
前
に
姿
を
現
わ
す
「
盛
気
楼
」
、

:

そ
し
て

正
子

(13) 
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⑧
⑥
⑤
⑨
 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

使
用
さ
れ
た
消
火
器

(火
元
の
も
の

は
除
く
)
は
、
消
防
署
へ
直
接
連
絡
く

だ
さ
る
か
、
ま
た
は
地
元
の
消
防
団
員

を
通
じ
て
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
完
全
に
整
備
を
し
て
お
返
し
い
た

し
ま
す
。

宮
@
0
2
9
5

-
火
災
の
際
の
消
火
薬
剤

無
料
詰
め
か
え
実
施

各
{
丞
挺
に
消
火
器
が
相
当
普
及
し
、

近
所
に
万
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、

自
分
の
家
の
消
火
器
を
持
ち
出
し
て
初

期
消
火
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

薬
剤
の
詰
め
か
え
の
費
用
を
、
今
年
昨
尻

か
ら
市
の
予
算
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

nノ
宰
小

l
u
h
~
。

普
通
、
天
井
に
火
が
つ
か
な
い
前
の

状
態
の
火
災
に
は
、
消
火
器
が
数
本
あ

れ
ば
消
火
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

隣
り
近
所
、
力
を
あ
わ
せ
て
初
期
消
火

〈求人情報〉早急に人を求めていますグ

-
街
路
樹
な
ど
の
害
虫
駆
除

に
つ
い
て
〈
お
知
ら
せ
〉

市
内
の
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
は
、
新

緑
も
鮮
や
か
に
す
く
す
く
と
育
ち
、
緑
多

い
(
字
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
あ
と
気

温
が
上
昇
し
、
降
雨
の
日
が
続
き
ま
す

と
湿
度
が
増
し
て
害
虫
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
市
で
は
6
月
初
旬
か
ら
7
月
下

旬
に
か
け
て
害
虫
駆
除
の
た
め
薬
剤
散

布
作
業
を
実
地
し
ま
す
。
こ
の
散
布
作

業
の
際
は
歩
道
な
ど
に
置
い
て
あ
る
物、

道
路
上
に
駐
車
さ
れ
た
自
動
車
の
移
動、

ま
た
洗
た
く
物
の
と
り
入
れ
等
を
お
願

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樹
木
に
害
虫
が
発
生
し
た
場

合
や
、
樹
木
の
努
定
、
校
切
り
な
ど
が

必
要
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
市
で
行
い

ま
す
の
で
、
都
市
計
画
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

-
ぁ
ゅ
の
解
禁

ぁ
ゅ
の
解
禁
は
6
丹
羽
日

ωで
す
。

角
川

・
布
施
川
の
て
ん
か
ら
網

・
投

網
の
許
可
書
交
付
は
、
6
月
初
日
間
j

n日
附
ま
で
。
且
ハ
東
内
水
面
漁
業
協
同

務理II
希望職種 年齢 セ1:5]IJ 希賃 望金 前肢 学歴 免 5午

苦手号

l ヰ生E産管理手i)l 36 男 20高 14年 大卒 普経営免会計リ診フ断ト士

2 食品厄ス7ーパ 41 男 20 17年 中卒 普免一長

3 タコンービ技ュー術li 30 男 16 10年 高卒 普免

4 家具~設 44 男 25 12年 中EiE

5 ，回出・ 業 40 男 20 配達20年 高ヨ~ 普免

6 着物着付 24 女 9 2 年 高卒 務付 l級

7 事 務 30 女 8 10年 実Ï~大r-普免f:U 級

8 ~Jキ 務 25 女 9.5 7 年 高卒 普簿免3級珠 3級

9 奇苦 19 女 9 1 年 高$普免 ・珠 2級

10 ~J五 手話 23 女 9.5 5 年 高$千m干J免3級珠 3級

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

くfi24ー0365>へお問い合わせください。

組
合
事
務
所
(
大
光
寺
地
内
)
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

本
年
か
ら
、
早
月
川

・
片
貝
川
の
竿

づ
り
に
よ
る
届
出
書
(
許
可
券
)
は
不

要
で
す
。

。

7
月
日
日
ま
で
、
各
種
網
を
使
用
で

き
な
い
区
域

・
角
川
H
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端
か
ら

国
道
8
号
線
角
川
橋
の
間
の
区
域

・
布
施
川
H
地
鉄
本
線
布
施
川
鉄
橋
か

ら
下
流
棚
メ
ー
ト
ル
の
区
域

。

2
月
1
日
か
ら
ロ
月
白
日
ま
で
手
づ

り
及
び
さ
お
づ
り
(
ひ
っ
か
け
づ
り

及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。)

以
外
の
漁
具
、
ま
た
は
漁
法
で
採
捕

し
て
は
な
ら
な
い
区
域

・
角
川

・
早
月
川
H
河
口
か
ら
上
流
則

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

・
片
員
川
H
河
口
か
ら
上
流
側
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
区
域

。
早
月
川
H
蓑
輪
合
口
用
水
え
ん
堤
下

流
端
か
ら
下
流
川
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

区
域
は
、
周
年
採
捕
し
て
は
な
ら
な

。ν
釣の遊漁料

河川名 種釣 類の 料 金 場交 付所

flJ 

角川 大人 1，500 市
毛針釣 ドl 内

中学生 700 をヲ
布施川
毛針釣 fIJ 

7日て

友釣
大人 2，500 庖

総理
募集職種 年I!Ilt 性別 11: 金 校下 人員

資格経験
番号 その 他

l 1設主日1・1紅型毛11 25-35 男 10-18 ア同7 吉 島 l 2級建築士

2 資食 111任，Jm工者 20-35 男 13-16 経団 l 哲二 免

3 ~当5・ 業ー 30-50 男 10-15 大町 2 普免

4 運転手 20-40 男 13-18 住吉 3 大烈建機免

5 f加ヒE工t土製包装g野， 30-57 男 11-12.5 道下 10 33え・;砂

6 事 務 18-26 女 8.3-10 住吉 l 珠前-n2JiE 3 級

7 検問己 ヰiiEE 20-40 -1;; 9 村木 l 普免

8 型ボ産 ー ヨル二 18-30 女 10 古島 2 

9 網ア戸ル製造ミ 30-45 女 9 住吉 2 

10 
チラシ

28-45 り; 3.75 大町 l 10-1 時イパー入れ トパク免

@ 本年から早月川・片貝川の毛針釣、

友釣の許可券は不要です。

-
第

6
回
魚
津
市
民
手
話
教
室

、、t，，，
，

an『---a・・
，，，，‘、、

自
己
紹
介
か
ら
簡
単
な
会
話
ま
で
楽

し
く
学
び
、
新
し
い
友
達
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
一
回
で
も

二
回
で
も
結
構
で
す
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ
日
時

6
月
9
日
j

8
月
日
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日

午
後
6
時
犯
分
1
8時

市
民
会
館

6
月
6
日
ま
で
市
社
会
福
祉

課

(g
n
|
2
2
0
0
内
線

2
2
0
)
へ
申
込
み
く
だ
さ

マ
場
所

マ
申
込

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

タ ア 和清水音ピ
」鬼泣「公i貧劇団 会ピ「

魚津公織 松竹劇歌団

官E

ル ザイノリ L、
』炎-四. 表ア発ノ L ひぴき 物

赤た 名

26日(11) 25日(-u 19日(円) 2日(村 と
PM6時30分~ PM 311寺~ PMl時~ PM2時一 .PM611寺一 き

二、売前券 ー、おとー、こど令、券言，ー、おとー、こ念券、定J 
無

二、券当目 二、先前券 入

0 0 円0 O八0円な三O0円も 芸U0円な日u0 阿Z U 料
五00 円 00 0 円

tJb 

料

放送ビ 筒山テ 国
室 教アノピ 梅祥子沢

キi ~.ヲ新聞ヨfEョ~ 王

炎
1m 

レ 者
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-
第
包
囲
魚
津
市
連
合
青
年
団

陸
上
競
技
大
会

マ
と

マ
と
こ
ろ

マ、王

き

魚、ド魚 6 
津津月
市市午 26
連営前日
合吉 8(日)
青田時
年グ 30
団ラ分
ウか
ンら

催

-
第
1
回
魚
津
田
中
協
会

中
匝
訪
問
団
員
募
集

マ
旅
行
期
間

7
月
5
日

ω1日
日
幽

マ
旅
行
費
用
四

O
O、
0
0
0円

マ
募
集
人
員
初
名

マ
締
切
日

6
月
刊
日
働

(
査
証
手
続
上
、
期
日
厳
守
)

マ
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
ト
ラ
ベ
ル
日
本

魚
津
営
業
所
ま
た
は
富
山
支
庖
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込

み
と
同
時
に
参
加
申
込
金
五

O
、
。

魚:孝命~é然魚族紹介側

日本各地の沿岸の 2 

岩場にすみ、夜行位 、底抗マ
で昼間は岩陰に隠れ謎設郎、とー，

ているな夜にはい ゴ裟fj;芸
出して戸ラメ、ワ力 q-~夢~ ;\y:

メなどの酒藻を歯舌 1 
と呼ばれる歯でそぎ r 

とって食べる。サザ工といえば訴のあるものを

連想するが、波の静かな内海にすむものには賊

ガない。肉につづくうづ巻の先ガ生殖巣で、精

力剤として知られ、この部分ガ白いのガ雄で、

雌は緑色である。殻を割って刺身にしだり、生

きだまましよう泊を芝らして焼くつぼ焼は育名

である。

えざさ

0
0円
を
次
の
口
座
ま
で
振
り
込
み

く
だ
さ
い
。

新
川
信
用
金
庫
本
庖

並

日

恥

1
4
0
8
2
5

魚
津
日
中
協
会
中
国
訪
問
団

-
僧
ヶ
岳
清
掃
登
山

6
月
初
日
間
小
雨
決
行

午
前
7
時
初
分

僧
ヶ
岳
j
{
主
m
月
尾
根

コ
ー
ス
往
復

弁
当

・
雨
具

・
参
加
費
抑

円

・
保
険
証
等

マ
集
合
場
所
宇
奈
月
町
新
川
荘
前

マ
主
催
新
川
山
岳
会

マ
日

時

マ
コ
ー
ス

マ
携
行
品

J
引
口
ン
・
テ
ィ
ボ

1
0

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
グ

-
清
水
和
音
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ママ
場日

所時

6
月
初
日
制
午
後
6
時

魚
津
市
民
会
館

マ
入
場
料

二
、
0
0
0円

-
魚
津
さ
っ
き
展

第
初
回
記
念
特
別
展
示
会

マ

と

き

6
月
3
・
4
・
5
・6
日

マ
と
こ
ろ
国
鉄
魚
津
駅
前

魚
津
サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
階
中
央
通
路

マ
主
催
魚
津
さ
っ
き
愛
好
会

マ

協

賛

魚

津

市

・
立
山
皐
月
会

他
日
団
体
を
予
定

-
第
諸
国
県
展
入
賞
作
品
巡
回
展

6
月
間
日
か
ら
農
協
会
館
で

第
お
回
県
展
が
6
月
日
日
か
ら
げ
日

ま
で
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
ひ
き
つ
づ
き
本
市
に
お
い
て
入
賞

作
品
巡
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

6
月
刊
日
制
1
6
月
幻
日
制

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
農
協
会
館
4
階

マ
部
門
日
本
画

・
洋
画

・
彫
刻

・
工

芸

・
書

・
写
真

マ
展
示
作
品

/魚津善意銀行へのご寄位
〈敬称略〉

藤田雅夫火の宮町 100，000円

匿名 5，000同

ユニー(的北陸地区本部金沢市高岡町 30，651円

入井節子吉島 10，000円

石l崎とき 本町二丁目 10，000円

金本義孝六郎丸 20，000円

板井直江末広町 2，500円

保里茂昭新角川二丁目 30，000円

舘 弘之大光寺 100，000円

匿名 2，500円

匿名 2，500円

瀬谷田鶴子文化町 2，500円

石垣みよ 本町一丁目 2，500円

神保直材古島 2，500円

四十内松栄 本町一丁目 2，500円

関口百合子 木下新 2，500円

長谷川益雄 黒部市堀切 30，000円

中村喜一本江 2，500円

岡崎きの江 村木町 2，500円

稲葉光幸上村木一丁目 10，000円

袋井隆雄本江 50，000円

関口吉蔵仏田 20，000同

友田道治新角川二丁目 10，000円

魚崎美恵子 大海寺野 2，500円

里崎あい子慶野 2，500円

岡本忠夫新角川一丁目 20，000円

田中みよ東町 10，000円

鳴河弘旨大光寺 200，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙面
の都合で一部次の号以降になります。

。。

入
賞
作
品
川
知
点
(
県
展
大
賞

・
県

展
賞

・
県
展
奨
励
賞
)
及
び
市
内
作

家
入
選
作
品

-6月の
日
曜
営
業
給
油
所

フ E月月
3 26 19 12 5 日
日日日日日

給

物石石石 油

産油油泊三 所

魚魚魚産み渇主 名
津津津商

寺光大 業町双 友道 吉島 広町末 所1在也

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

6
月
は
、
片
員
(
道
坂

・
貝
田
新

・

島
尻

・
東
城
)
上
野
方
(
石
垣

・
石
垣

平

・
大
海
寺
新
)
下
中
島
(
宮
津
)
の

各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
点
検
に
は
県

L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
セ
ン
タ
ー

の
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

ゴ
ム
ホ
l
ス
の
取
替
え
は
お
早
目
に
、

油
な
ど
の
汚
れ
で
ホ
ー
ス
の
劣
化
は
思

い
の
外
、
速
く
進
ん
で
い
ま
す
。

0 8 0 円

一

石志，l申しl、| 

一 一

たざまし納期限

昭和58年6月30日

県民税第1期

舗税措イド

市民税・
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上
の
写
真
は
、
昭
和
お
年
電
鉄
魚
津
駅
前
の
舗
装
工
事
が
完
成
し
た
と
き
の
も
の

で
、
永
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
同
駅
舎
も
、
昭
和
位
年
9
月
1
日
に
開
通
し
た

地
鉄
線
高
架
工
事
に
あ
わ
せ
て
建
替
ら
れ
た
。

現
在
の
電
鉄
魚
津
駅
ピ
ル
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
、
延
べ
面
積
一
三
四

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
九
千
万
円
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
一
、
二
階
は
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
デ
パ
ー
ト
、
三
階
は
電
鉄
魚
津
駅
、
四
階
は
地
鉄
職
員
の
宿
舎
と
な
っ
て

お
り
、
魚
津
市
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
く
り
っ
ぱ
な
も
の
で
す
。

。。

H

て
る
て
る
坊
主
て
る
坊
主
、

あ
し
た
天
気
に
し
て
お
く
れ

:
:
:
れ
シ
ト
シ
ト
と
雨
の
降

る
空
を
見
る
に
つ
け
、
つ
い

口
ず
さ
み
た
く
な
る
の
が
こ

の
歌
で
す
。
晴
天
を
祈
り
、
紙
で
作
っ

た
て
る
て
る
坊
主
を
軒
下
や
ナ
ン
テ
ン

の
木
に
つ
る
し
、
願
い
が
か
な
え
ら
れ

る
と
目
を
描
い
て
や
っ
た
り
、
酒
を
か

け
て
川
に
流
す
の
が
一
般
的
な
風
習
で
、

も
と
は
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
日
本
で
は
「
俳
譜
新
選
」
(
一
七
七

三
年
)
に
か
て
る
て
る
法
師
。
と
い
う

言
葉
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
か

ら
こ
の
風
習
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。最
近
は
天
気
予
報
も
ず
い
ぶ
ん
科
学

的
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
梅

雨
時
や
遠
足
シ
ー
ズ
ン
に
は
子
供
が
作

っ
た
ら
し
い
、
て
る
て
る
坊
主
を
軒
下

な
ど
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

思
い
を
込
め
て
、
て
る
て
る
坊
主
を
作

っ
て
い
る
子
供
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
す
。
六
月
一
日
は
気
参
記
念
日
。

海
水
浴
や
登
山
、
釣
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ

ー

・
シ
ー
ズ
ン
は
目
前
で
す
。
気
象
の

変
化
を
甘
く
み
て
、
遭
難
に
あ
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

-圃盟・
(4月末現在) 人(制維ω
人口(男) 24，035 (+14) 

(女) 26，069 (+26) 

計 50，104(+40) 

世帯数 13，350

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室


